
１０日（火） 始業式
１７日（火） 鹿児島学習定着度調査

（５年生）（～19日）

１８日（水） 食に関する指導（５・６年）

１９日（木） 委員会活動
２０日（金） 民生委員と語る会
２３日（月） 学校給食週間（∼２７日）

２６日（木） クラブ活動
３０日（月） 思いやり週間(～2/5)

11月25日(金)に、幼小合同で地震
と津波を想定した避難訓練を実施し
ました。
最初に地震発生の放送が流れ、子

供たちは静かにそして、素早く机の
下に身を隠しました。その後、校庭
の集合場所まで避難しました。全員
の避難を確認した後、津波を想定し
た避難訓練に移行しました。一斉に
江石方面の高台に向けて移動しまし
た。全員歩いたり、走ったり、自分
の体力に合わせた速さで目標として
いる場所まで避難することができま
した。
学校に帰ってから、上甑分駐所と

甑島幹部派出所の方からお話を聞き
ました。子供たちが、静かに迅速に
行動できたことを褒めていただきま
した。
子供たちは、もしもの時に冷静に

行動し、自分の命を守るための訓練
であることを理解できたようです。
御協力いただきました上甑分駐所

と甑島幹部派出所の皆様、ありがと
うございました。

12月９日(金)に、時間走記録会を実施しました。
子供たちは、この日に向けて、朝の時間や体育の
授業等で自分のペースを考えながら、走る練習に
一生懸命取り組んできました。
当日は、１・２年生は３分間、３・４年生は４

分間、５・６年生は５分間という時間設定の中で
校庭を何周走れるかの記録に挑戦しました。たく
さんの保護者や地域の方が見守る中、全校児童20
名全員が参加しました。途中苦しい表情を見せる
子供もいましたが、応援を受けて全員が最後まで
走り切ることができました。

自己記録を更新することができた子供がたくさんいました。自分の目標に向かっ
て最後までチャレンジする子供たちの姿に元気や感動をもらいました。走り終わっ
た子供たちは、達成感に満ちた表情でした。
当日は保護者や地域の皆様から、たくさんの御声援をいただき、ありがとうござ
いました。
午後からは、学級ＰＴＡがあり、２学期の子どもたちの様子を保護者の皆

様にお伝えしたり、冬休みの生活について確認したりしました。御多用の中、
御参加いただき、ありがとうございました。
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11月29日（火）に、本校の４・５・６年生が「市
小学校綱引競技大会」に出場しました。11月に入
ってから昼休みに指導者の皆様から指導していた
だき、練習を重ねてきました。練習を重ねるごと
に、綱を引っ張られた時にぐっとこらえたり、全
員でタイミングを合わせて綱を力強く引いたりす
ることができるようになりました。
大会当日は予選リーグで２つのチームと対戦し
ました。他のチームは６年生あるいは５・６年生
で構成され、選手交代もできるチームでした。中
津小は全員がフル出場しました。結果は奮戦しましたが２試合とも敗れてしましました。
しかし、試合では練習で培った粘りを見せ、一時劣勢を攻勢に引き戻す場面も見られま
した。大会とそれまでの練習を通して、子供たちはひと回り成長することができました。
御指導いただいた皆様、応援いただいた皆様、ありがとうございました。

校内人権週間中の11月30日(水)に「人権教室」
を開催しました。講師に校区人権擁護委員の藏
元茂樹さんをお招きしました。子供たちは、Ｄ
ＶＤを視聴し、「いじめられている子」「いじめ
ている子」「いじめを見ている子」のそれぞれの
視点で登場人物の気持ちについて真剣に考える
ことができました。そして、いじめを見ている
行為もいじめと同じであることを、理解するこ
とができました。
藏元茂樹さん、ありがとうございました。

【 よいお年をお迎えください 】

校長 那須 広代

今年もあと 10 日足らずとなりました。もうすぐ冬休みに入ります。大晦
日やお正月など、親戚や地域の方々と交流を深めたり、家族で外出する機会
も増えることと思います。子供たちにとっては、社会のルールやマナー、エ
チケットなどを改めて意識する良い機会でもあります。
ある講演会の中で、「日本の文化は、型の美である。」という話を聞いたこ

とがあります。わたしたちの周りには、昔から決まった形式、習慣、所作な
どが残っています。「不易」という言葉がよく使われますが、変化しないこ
とが伝統の重みになっているのではないでしょうか。大人と一緒に体験する
中で、その時々の年齢に応じて、伝統や文化の意味を知るとともに、昔の人
々が、現在に引き継ごうとしてきたことに気付いたり、興味をもったりする
ことが大切だと思います。そして、それが次の世代につながっていきます。
武道や書道、茶道、華道などの教えで聞く言葉もあります。「守破離（し

ゅはり）」です。

「守」･･･決められた型をしっかりと身に付ける。
「破」･･･基礎基本を確実にした上で、これを徐々に破りながら工夫

ていく。
「離」･･･型から離れ、より高い意志をもって自分らしさを追求していく。

子供たちには、限りない可能性があります。大きく広がる未来に向かって、
歩みを確実なものにしていくためには、まず、学習の型となる基礎・基本、
日々の型となる生活様式、社会の型となる規範（ルール、マナー、エチケッ
ト）などを大切にすることが大切だと思います。子供たちが、心身ともに健
全で豊かに成長してくれることを願っています。

最後になりましたが、保護者の皆様、地域の皆様にはこ
の一年子供たちをあたたかく見守っていただき、ありがと
うございました。重ねて本校教育活動に御支援と御協力を
賜りましたことに厚くお礼申し上げます。来年もどうぞよ
ろしくお願いいたします。
皆様、どうぞよいお年をお迎えください。



【１・２年生①】 【１・２年生②】 【１・２年生③】 【１・２年生④】 【１・２年生⑤】

【３・４年生①】 【３・４年生②】 【３・４年生③】 【３・４年生④】 【３・４年生⑤】

【５・６年生①】 【５・６年生②】 【５・６年生③】 【５・６年生④】 【５・６年生⑤】

時間走記録会特集（１２月９日）

子 供 た ち へ の 温 か い 御 声 援 、 あ り が と う ご ざ い ま し た。！！


